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〈研究ノー ト〉

B・ シ ー ボ ー ム ・ラ ウ ン ト リ ー の 日 本 滞 在 記(1924年)

ラウン トリー社 と森永製菓の資本提携 の企画について

山 本 通

1.は じめ に

『貧 困研究』(1901年)(1)の 著者 として有名な社会 学者 であ り,新 自由主義の論客 であ り,経 営

学者で もあ ったベ ンジ ャミン ・シーボー ム ・ラウ ン トリー(以 下,シ ーボームと略記する)は,イ

ングラ ン ド北東部に位置す る古都 ヨ0ク のチ ョコレー ト企業家 で もあった。彼 の数多 くの著書

は,海 外,と りわけアメ リカ合衆国で も広 く読 まれたので,彼 は しば しばアメ リカ合衆国 に招待

された。長期 と短期の滞在 を合 わせ る と,彼 の訪米 回数 は16回 に及ぶ。そ して彼 は,生 涯 に一

度だけ 日本 を訪れた ことがある。 シーボームに関する伝記 として高い評価 を受 けているエイザ ・

ブ リッグス著 『社会思想 と社会活動』(2)の中では,彼 の 日本滞在 につ いては,わ ず か二行の言及

しかない。

In1924hevisitedJapan,lecturingwithgreatsuccessonlabourrelationsinTokyoandOsaka(3).

これだけである。 この一文か らは,彼 が講演 をするために 日本に来た ように思える。実際,一

橋大学経済研究所の西澤保教授 は,シ ーボームが東京商大(現 在の一橋大学)で 行 なった講演の内

容 を伝 えた当時の学生新聞の記事があることを,私 に教 えて くれた。 しか し一体,誰 がかれを招

待 したのだろ うか。当時,東 京商大 には,シ ーボーム と信仰 を同 じくす るクエ イカー教徒 の経済

学者,上 田辰之助がいたので,上 田が彼 を招 いたか もしれない(4)。 しか し,そ の旅行費用 は誰が

出 したのだろ うか。 また,交 通手段 としては船 しかなか った時代 に,上 田の要請だけで彼がわ ざ

わ ざ遠 い日本 に来たのだろ うか。何 か他の理 由があったのではなかろうか。 …… この ように,私

にとっては,シ ーボームの来 日の事情 は,以 前か ら何 だか判然 としない ものであった。

九州産業大学 の岡村 東洋光教 授 か ら紹介 され て,2005年 の夏 に ヨー クのJosephRowntree

FoundationLibraryを は じめて訪れ て資料探索 をした際 に,私 のその ような疑 問は氷解 した。

シーボームの父であるジ ョウゼ フ ・ラウン トリーは,チ ョコレー ト企業 を一代 で大企業に育て上

げて大富豪 となったが,1904年(当 時ジョウゼフは71才)に 自分の財産 の半 部 を社会福祉事 業 に

役立 てる目的で拠 出 し,TheCharitableTrust,TheSocialServiceTrustお よびTheVillageTrust
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とい う三 つ の財 団 を創 設 した(5)。 ジ ョウゼ フの死 後,こ れ らの事 業 を シー ボ ー ムが 受 け継 ぎ,

シー ボ ー ム の死 後 は,シ ー ボ ー ムが 暮 ら した邸 宅Hampsteadに そ の 本拠 が置 か れ た。 これ が,

JosephRowntreeFoundationで あ る。 そ の建物 の一 角 が 図書 室 と して使 われ て お り,こ こ には

ジ ョウゼ フや シー ボ ー ム の手 紙 な どの 貴重 な資 料 が 保 管 され て い る。2005年 夏 に私 が こ こ を訪

れ た本 来 の 目的 は,住 宅 ・土 地 問 題 につ い て の シー ボー ム の取 り組 み に関す る資料 を探索 す る こ

とで あ った。 この際,PapersofBenjaminSeebohmRowntree:HandlistcompiledbyElizabeth

Jackson,1980と 題す る タイ プ打 ちの カ タ ログ の 中 に,私 は"JAPAN"と い う項 目を見 つ けた。

これ は,シ ー ボー ム の 日本滞 在 に関す る若 干 の 資料 を ま とめた フ ァイル を意 味 す るが,そ の フ ァ

イル の 中 には,シ0ボ ー ム が タイ プ ライ ター で打 ち 込 ん だB4版 で 約80枚 分 の 詳 細 な旅 日記 が

あ っ た(6)。 この旅 日記 が私 の 疑 問 を氷解 させ た ので あ る。 この旅 日記 に は,多 くの興 味深 い事 柄

が 記 されて い るの で,日 本 でそ の 内容 を要約 して紹 介 す る価 値 が充 分 にあ る,と 私 は判 断す る。

紹 介 に際 して は,読 者 の便 宜 の た め に,さ ま ざ まな他 の資 料 を利 用 して,な るべ く多 くの解説 を

加 えた い。 しか し日本 滞 在 記 の紹 介 に入 る前 に,1924年 まで の シー ボ ー ム の生 涯 を,簡 単 に振

り返 っ て み よ う。 これ は,1924年 にお け る シー ボ ー ムの 日本 滞在 記 の 内容 を よ りよ く理 解 す る

た め に必要 な こ とで あ ろ う。

2.B・ シ ー ボ ー ム ・ラ ウ ン トリー の 業 績 と思 想 ⑦

シーボームは,1871年 にイ ングラン ド北東部 の古都 ヨー クで,チ ョコ レー ト企業家であ る父

ジョウゼ フ ・ラウン トリー と母エ ンマ ・ア ン トワネ ッ トの間に,二 男 として産 まれた。 シーボー

ムの伯 父ヘ ンリー ・アイザ ック ・ラウン トリーがテユーク家か らココア部門 を買 い受けて,チ ョ

コレー ト製造 を始 め,父 ジョウゼフが これを助けた。ヘ ンリー ・アイザ ックの死後,ジ ョウゼフ

は新技術 を導入 してココアの品質を高め,新 製品を開発す るなどして,コ コア製造企業 を急速 に

成長 させ た。 シーボームは,ク エイカー派が ヨークに創立 した非 国教徒 アカデ ミー,ブ ーザム校

に11歳 で入学 し,16歳 でマ ンチェス ターのオ ウエ ンズ ・カレッジ(後 にマンチェスター大学に統合

された)に 入学 した。18歳 で シーボームはここを中退 し,父 の ココァ工場で働 き始めた。

父 は有能 な実業家であったが,信 仰篤 きクエイカー教徒であ り,さ まざまな社会奉仕事業に尽

力 し,工 場 において も企業内福祉政策 を推進 した(8)。この ような側面 において,シ ーボームは父

の影響 を強 く受 けた。1880年 代,90年 代 は,貧 困問題が これ まで とは異 なった観点か ら検討 さ

れは じめた時期であった。19世 紀 のヴィク トリア繁栄期 においては,貧 困は貧民 自身の道徳 的

欠 陥に起 因す ると考える見方が主流であ った。貧困 を改善す るためには,貧 民 に宗教心 を持 た

せ,勤 勉 ・真面 目 ・正直 といった徳 目を実践 して,自 助努力 をさせるべ きだ,と い うのがその骨

子 である。 しか し,19世 紀末 の大 不況期 にいた って,貧 困 の原 因は貧 民 自身 にあるの では な

く,む しろ社会経済や政治の シス テムにあ る,と い う考 えが台頭 して きた。 シーボームはそのよ

うな思潮の中で,チ ャールズ ・ブース によるロン ドンのス ラムについての調査 ⑨に影響 を受 け
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て,・ ・i年か ら地元 ヨークにお ける貧困研 究 に着手 した。その研究成果が前述 の 『貧 困研究』

(1901年)で ある。

シーボー ムの貧 困研究 は,調 査 の方法や分析 の仕方においてブースのそれ を越 えるものとなっ

た。結論的 にいえば,ヨ ーク市総人口の10%は 一・次的貧困の,さ らに18%が 二次的貧困の状態

にあ り,個 人の一生の問では,小 児期,結 婚後 の子育て期,そ して高齢期が,経 済的困窮状態 の

悪化する時期であることが明 らか にされた。 シーボームは,次 には,下 層大衆 の困窮 の原因 とさ

れるギ ャンブルや,土 地 ・住宅問題 についての社会調査 を進めたが,彼 の このような活動が,自

由党の政治家DavidLloyd-Georgeの 眼 に留 まった。二人が親 しく交際 を始 めるのは1912年 の夏

であ り,そ れ以後 シーボームはロイ ド・ジ ョージの政策 ア ドヴァイザー として,政 界 と断続的 に

かかわ りを持ち続 けた。 シー ボームは1912年 に設立 された政府 の土地調査委員会 の委員 に任命

されて,研 究にたず さわった。19ユ5年11月 には軍需省福祉部 に招 かれ,翌 年1月 には軍需省福

祉部長に就任 した(10)。1917年3月 には政府 の再建委員会委員 に任命 され,戦 後予想 される住宅

不足対策の問題 に取 り組 んだ。1917年7月 に再建省 が発足す る と,シ ーボームは解任 されて第

一線 か ら退 いたが
,1926年 以後1935年 まで,シ ー ボーム は再 び ロイ ド・ジ ョー ジの政 策研 究

サ ークル(1ユ)で活躍 し,と りわけ土 地 ・住宅問題 と失業 問題 につ いて 自由党の政策形成 に大 きな

影響 を与 えた。

この間,シ0ボ ームは実業家 として も活躍 した。 ラウン トリ0の チ ョコ レー ト企業は1897年

に有限責任会社 にな り,シ ーボー ムは労務担 当の取締役 に就任 した。父 ジ ョウゼ フは,前 述の よ

うに,社 会福祉事業のために三つの財 団を創設 したが,社 内では模範 的工場 を建設 し,そ こで企

業 内福祉政 策 を推進 した。 ラウ ン トリー社で は,1896年 か ら8時 間労働 日が実施 され,1902年

には従業員の提 案 を受 け付 ける 「提 案ボ ックス」が設置 され,1904年 には従業員 のため に医師

と歯科 医が任命 され,1906年 には社 員年金計画 が開始 された。 また,工 場 内での労働 者用 初等

教育教室 と家庭 科教室 も開設 された。 シーボームは,従 業員 の仕事 を監督す る監 督者overlook-

ersと 従業員の生活 を助けるヘルパ ーsocialhelperと いう職制 を創設 した。 シーボームは従来,

労働組合 との交渉 に応 じなかったけれ ども,第 一・次世界大戦中に考えを改め,産 業民主主義を支

持 して労働 組合 との交渉 に も積極的 に応 じるようになった。 また彼 は,1916年 に自社 に工場 評

議会 を設立 した。 これは,お もに工場管理のあ り方 について検討する委員会 であ って,経 営者 と

労働者双方の代表か ら構成 された。 シーボームは,こ の工場評議会が労使間の理解 と協力 に資す

る と認識 し,全 国の雇用主 にその設立 を呼びかけた。

1919年 以後,シ ーボー ムはチ ョコレー ト企業経営の実質的な最高責任者 となった。彼 の経 営

理念の柱 は,次 の二つか らなっていた。一つは,労 働者 を人間 として敬意 を持 って処遇 し,彼 ら

に労働 の喜 びを実感 して もらうこと。 シーボームは父ジ ョウゼフの企業内福祉政策 を継承 し発展

させた。週休2日,週44時 間労働体制 を確 立 し,家 族手当給付 と失業保険 を導入 し,利 潤分配

制pro丘tsharingを 導入 した ことも,そ のあ らわれである。 シーボームの経営理念 の二つ 目の柱
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は,高 賃金 を実現するためにビジネスの効率 を高めることであった。 シーボームは生産性 向上の

ために必要な6つ の要素 を次 のようにまとめてい る。 第1に,周 到 に計画 された組織計画。第2

に,効 率的 な原価 システムcostingsytem。 第3に,ビ ジネス ・リサーチ に基 づ く前進政策 の作

成。第4に,工 場の科学的 レイアウ トと生産サー ビスのプラ ン。第5に,技 術研究サー ビスの運

営。第6に,労 使関係の開明的な処理 であった。1923年 にシーボームは ラウン トリー一社 の会長

chairmanに 就任 し,労 務担 当取締役 を兼務 した。 また,従 来の家族企業 的組織 を改めて,集 権

的職能部門制組織 を実現 した。 ラウ ン トリー社 は成長 を遂 げ,1939年 には売上高 にお いてキ ャ

ドベ リ社 に次 いで英 国第二位,世 界 では第三位のチ ョコレー ト企業 になった。

シーボームは,ラ ウン トリー社 で実践 された 自分の経営理念 を,精 力 的な講演活動や著作活動

によって,英 国(と 米国)の 経 済界 に浸透 させ よ う と した。 『ビ ジネス にお け る人 間的要素』

(1921年)に おいて シーボームは,労 働者 の内面的問題 を明 らかに しつつ,ラ ウ ン トリー社 にお

ける工場評議会の全体像 を描いた(12)。『労働の人間的必要』(1918年)で は,企 業内福祉 実現 のた

めに生産性 を高める必要があることを論 じ,生 産性向上のためにはテイ ラー ・システム とは違 っ

た意味合 いの 「科学的管理」が必要である ことを論 じた(13)。1921年 にはシー ボームは初 めて合

衆 国を訪れたが,そ の2ヶ 月間の滞在中に150回 以上 の講演 を行 った。それ らの講演 のテーマ は

大 き く三種 類 に分 け られ る。第一 に平和 的労 使 関係 の構 築,第 二 に失業 とキ リス ト教 の原理

Christianity,第 三に戦後社会の再建 で あった。 シー ボームは,1919年 に創 設 された産業福祉 協

会IndustrialWelfareSocietyに 深 く係 わ り,1940年 か ら47年 までその会長 を務めた。 また経営

者協会連合Cor面ederationofManagementAssociationの 前身であるOxfordConferenceを1920

年 に創 設 した。 さらに経営研 究グループManagementResearchGroupナ ンバ ー ・ワンを1927

年 に創 設 し,そ の会長 を1941年 まで務めた。その影響 を受けてイギ リスでは,翌28年 まで に6

つ の経営研究 グループが成立 した。

また,労 使 関係改善のための国民 的努力 を指導 した。1919年9月 の鉄道ス トライキ に際 して

は,外 部か らの労使 間調停者 と して,ス トライキ を短期 間で終 結 させ るこ とに成功 した。1926

年炭鉱労働者に よるゼネス トが失敗 に終 わった後の処理 についても,シ ーボームは同 じく外部か

らの調停者 として労使 関係改善 のために介入 したが,複 雑 な政治的状況の中で,彼 の長期にわた

る努力 は報われなかった。

1930年 ごろまでのシーボームの主な活動 と思想 は,以 上 のような ものであった。

3.B・ シ ーボ ー ム ・ラ ウ ン トリー の 日本 滞 在 記

B・ シーボーム ・ラウン トリーの 日本滞在記は,多 くの生 き生 きとした描 写 を含 んでいるが,

彼の足跡 をた どるための以下の要約 においては,そ の趣 きを充分には伝え られない。以下の文章

の斜体の部分 はシーボームの 日記の一部分 の要約である。 日記か らの抜粋 の翻訳は 「 」 で括 っ

た。他方,括 弧[]で 括 った部分 は山本 による説明である。 また,補 足 的な説明を,註 におい
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て施 す。

[シ ー ボ ー ム は,妻Lydiaお よ び法 律顧 問秘 書G.B.Black氏(14)を 伴 って 蒸 気 船PresidentWii-

son号 でサ ン ・フ ラ ンシス コ を出航 し,1924年10月16日(木 曜 日)に 横 浜 港 に入 港 した。]

10月16日(木 曜日)横 浜か ら東京ヘ

シーボームー・ガぱ擁御 で森永ヌヒー解e一 寿 〃ご遂1え られ,ZQの β」勲車に分乗 乙で齪[お そ ら

く横浜駅]ま で送 らノzた。彼 らぱぞ・こか ら電㌧肇で棘 駅にノ吻か った。!私 た ちぱ,藪 多 ぐの.小さ

な勿"を逓 ク遡 ぎでいったが その全 でが勉震[1923年9月1日 の関東大震災 の こと]!ご よ っで

破鍵 され でいたノ。棘 齪 に者 ぐと,一 行ぱ まず齪近 ぐの森永製莫 の小茄[こ れは大正12年4

月3日 に丸 ビルー階内に開設 された 日本最初 のキ ャンデ ィース トアの こと(15)]で お茶 を飲 み.

次 に宿 渡 宏である傍国示 テル に向か っf'[1922年4月16日 に帝 国ホテルは本館か ら出火 し,全

焼 した。新館 は関東大震災 の直前 に完成 したが,こ の地震 を充分 に耐 えるこ とがで きた]。Q

ホテ>liシ ーボーム らぱ,Mr.四 吻 ρθ7お よび実画 震事B痂 露ぬConsulと 会食 し π工場管理 のβ

本的方式 についで多 ぐの ことを教ン乞らノτ7色ノ。

10月17日(金 曜日)日 光へ

事前に,森 永瓦が シーボ ームー行 をヨ光 に案内 する ことを申 し出 τいた。_:;… に松崎半 三郎

氏[当 時,森 永製菓株 式会社 の専務取 締役,の ち第二代 社 長]とMr.β 盈θ7が1雁.Sakamoto

[シーボームはこの人物 につ いて 「米国に長 く滞在 した経験 を持 つ森永製菓 の職員」 と記 してい

る。 シーボームー行の 日本滞在 中,ガ イ ド兼通訳 として働いたこの人物 は,松 崎半三郎が 「当時

アメリカ帰 りで,初 代営業部長 としてアメリカ式経営方式 を実施 した」人物 としている坂本源太

であろう(16)]を 伴 っ で,シ ーボームー行 をホテルに迎 え に,来た。gooマ イルの盲動「車 の/Jlrで,

ヨ光 の金 谷ホ テル[ホ ームページ検索 によ り,現 存が確認で きる]に 到着 。 シーボー㍉4ぱ 車 窓

か ら見 た測景 を誰紹に記fで いる。

10月18日(土 曜日)・19日(日 曜日)20日(月 曜日)日 光

θ光 滞在 ぱ2泊 の予定 であ った力号 」Lydiaが体調 を朋 した の て㍉4泊 とな った。 そ の鐸 シー

ボ ームぱ,β 光東照 筥 と近 ぐの7h力 発 霞所な どを月学 乙た。

10月21日(火 曜日)日 光か ら東京ヘ

ー行 ぱ士砂降 クの厨 の中 を
,身 動車 で棘 に向かっf°。 シーボ ームぱ,車 窓か ら見 た御嚴.景

や,蓑 笠 を身 につけ で働 ぐ震房 の姿 を興 味深 ぐ観察 しでいる。
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10月22日(水 曜日)東 京

午虜中.シ ーボ ームぱ秘書 、B1σ罐 氏 を伴 っで森永 製真 の.工場 を児 学 した[こ れ は芝 田町工場

(東京市芝区田町)の ことであろう]。 シー.ボームぱ工揚勾 の傑 を議 紹に観察 乙でいる。労働者 の

大 半ぱ少女 で,彼 女 らぱ会社しか ら支 紹トされた后 い繊 を者 てし 歌 を歌 いなが ら作業 しでいた。

[森永太一郎の回顧録 の中に,彼 自身が女子従 業員 の制服 として,看 護婦の服装であ る白服 白帽

を採 用 した趣 旨が記 され て い る。そ れ は能率 向上 と,と りわ け衛 生 上 の配慮 の た めで あ っ

た(17)。]社1勾にぱschoolroomが あ ク,何 らかの授業が 庁なわれ でいた。食 堂ぱ二つあ ク,米 に

つ いでぱ食べ放題 であ った。社内 に,.が あ ク,従 業 葺ぱス 浴 しτ身体 を済潔に 乙でか ら返社 し

た。労働碍…働 まヱ週 摺48碍 …周 で,疾 病休垢鵜 …にぱ従業頁 ぱ充 分な賃金支欝1」∂θ剛wageallow-

anteを 受 げる ことが できた。[こ の ような企業 内福祉 の充実 において,森 永 は当時の先端的企

業の内の一つであった,と 思われる。企業 内福祉 を充実す るべ きだ,と いう考え方 において,森

永 と松 崎は一致 していた と思われるが,そ れは両者が合衆 国の大企業の状況 を見聞 していたか ら

である。例 えば松崎 は,フ ィラデルフィア郊外 のハー シー社 を見学 して,そ の企業内福祉の実践

に大 いに感銘 を受け,こ れを帰国後,森 永太一郎 に伝 えた。 この とき森永 は,工 場 をさっそ く那

須野 に建設 しよう,と 言い出した(18)。コ ただ し,臭 子製湯の貿 につい でぱ,シ ーボ ーム ぱ/一きわ

め で想i劣ノだ と記 しでいる。

10月23日(木 曜日)横 浜 ・東京

午労中,/一ヨ本の どジネズ状泥 につい での情勲1を得 るた めにノ英国 頒事露 を訪周 し,菓 京 工業

裂弱傅覧 会を月学 乙て～ 幾入 かの入 にイ ンタ ビュー 乙た。午後ぱ,覆 浜方 面幽に建 設 された 森永製

莫 の最新 のニココ場 を児 学 した[こ の二工場 の中に,大 正4年 に竣工 した東京第二工場であ る大

崎工場 を含め ることには難がある。二工場 とは,大 正14年5月 に竣工す るこ とになる,当 時建

設中であった鶴見工場の中の二棟 のことであろ う(19)]。ホ テルに戻 る と,一 入 の新甥記者が 待 ち

薄1えでいた。 彼ぱ シーボームが 償 醒研 究ノ の著者 であることを確認 すると,ひ ど ぐ興1奮 乙でカ

メ ラマンを逗 れ τきた。記者 ぱ,償 厨研究ノが 身本 で非 営によ ぐ読 まれ,参 、照 され でいること

をシーボーム に伝え,改 め て㌧ 労使衡孫周題な どにつ いでインタ ビュー した。 その〆1容が翌仔の

務「御 に掲載 ざれたため,、以後,シ ーボ ームの るとに数多 ぐの諺溝依顧)が舞 い込 むことになる。 ま

た,β 本国蕨 道 のtheChiefPassengerAgentの 高 久氏が シーボLム を訪 ね τ来た。 シーボーム

ぱ最初 アメ リカ で彼にi会いノ次 に彼 をOxfordConferenceに 招待 したこと1があっf'。 蕩 久氏 ぱ.以

後,シ ーボームのヨ本 での2%テ についで色々 と便 宜を計 っで ぐれ ることになる。

10月24日(金 曜 日)・25日(土 曜 日)

こ の ニ ヨ 局 「ぱ,busine∬interviewに 費 や さ れ た 。
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10月26日(日 曜日)

bn
.久瓦 と東 京社 会局lTokioSocial」Bureauの 鷹費 に案アi1され て～ シー.ボーム ノよ棘 の3つ のズ

ラム を視 察 乙た。 勿の 汚 さとぱ裏 獲 に,家 屋 の室 内 ぱ惹外 に済 潔 であ った。

10月27日(月 曜日)

午磁中,ま ずヨ本最大 の鰯 コ=場を訪れた。 ここでぱ200名 以ま の従業實 が 雇房 され でいた

が 週6ヨ60蒔 碑労勧 で,欝 与 な覆 字工が遡 紛約2ボ ン/ら 女ヂ勘 鈴約18シ グング であった。

次 に,視 察 した雛 コ=場の労勧条 件ぱ,週7厚70碍 周労働 であ る[つ ま り,森 永製菓 と比べ る

と,労 働条件 はか な り過酷である]が 撰揚 ぱ最新式 で㍉ 製溺 の弱質 ぱ優れ でいた。午後,森 永

製臭 の松崎ノモと長碍局「会談 した。

10月28日(火 曜 日)

/夕 方 二英酬 務 省所 属 の商 業脚 孫祖 談 役 孟ぬ6CO〃2〃ZeycialCounselortotheEmbassyと 夕 食 を と

るに 乙,… …1⊆7本にお け る ビジネズ と産 業 に状 泥 に つ い で惇 益 な会話 を したノ。

10月29日(水 曜日)東 京か ら大阪ヘ

シーボ ームー行ぱ12侍 周か げ で,鉄 遭で大 阪 に向か った。高 久瓦 のYIち いでし 彼 らぱ望室

房 の車両』に乗 ることが できた。 シーボームぱ車窓か らの美 しいs本 の風 景に感喫 し,ま た農昆 が

重労働 を強 いられ でいる覆 子を翻 察 乙でいる。フヒ阪 駅に瀦 すると,森 永氏 をぱ じめ森永裂漿 』の

ナrの 経 営管理者 吻伽 αg硲 がそろっで一行 を、出迎1えた。 この歓迎ぶ クに シーボ ームぱ 五圧倒

されたノ。堂 ビノレ示 テル のo.Buil.Hotelに 到 着 する と,さ っそ ぐ大阪 毎島 新ノ甥のκ表 のイ ンタ

どユ ーを受げた。大阪毎 ∬新 甥ぱ当鮭発行部数1,ヱ00万 払 英 字版 る7万 部 を誇 るβ本最大 の新

甥社 であ った。

10月30日(木 曜日)大 阪

シー/,.一ムー行は,森 永製莫 の二工 揚 をメ冠学 し走rヰ ヤンディを製造する古い.工揚と,最 新式の機槻

でどヌヶッみを裂造する最薪エ捌[前 者 は大正7年 に竣工 した大 阪工場 であ り,後 者 は大正10年

に竣工 した塚 ロ工場 であろ う]。 これ らぱシーボ ームが かつ で尾た ことが無 いほ ど よ ぐ建設 さ

れた済潔な工場 であった。夕方 大阪 に戻 ク,屋 瀦 の揮亭 で,蛎 揮塑 を楽 しんだ。 その憂,一 存

ぱ大阪毎 ヨ動瀞 本社 に出か航 社長 と会談 しで,記 倉の写真 を殻影 した。 この写真 な翌靭 の新ノ野

にフヒき ぐ掲載 さノ乙た。

10月31日(金 曜日で休日)大 阪 ・奈良

午前中 シーボームー一行ぱ,真 新 しい揆槻 を備えた新閉賜 工揚 を.見学 した。 午後 にぱ奈良 を訪
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れ.で多 ぐの寺院 を見学 した。夕方 にぱ 厚本 の劇揚 で繍 した。夜ぱ,京 都の ホテルに宿泊 した。

11月1日(土 曜 日)京 都

京 都 ぱ1蒋だ った の で,一 行 ぱ,メz一 ヨ を貴'い物 でつぶ 乙た。

11月2日(日 曜日)京 都 ・大阪

午磁中,一 行ぱ二つの寺廃 を訪れた。[寺 院 につ いての描写か ら,そ れ らが金 閣寺 と三十三 問

堂 であ った ことがわかる]。 午後,京 都 を発 ち,夕 方 大阪 毎 ヨ新燗祉 会館 で諺演 した。500名

以■ の億衆がつめか紘 一立ち見 の入が溜 るぱ どの大盛 冴だった。 まブ 大阪毎 ∬新甥社の搬 支配

入General!吻%α9θ7が 司会の挨拶 をし,次 に森永氏 が シーボーム をil'p%!る 羨拶 を行な い,次

に シーボームが遭訳つきで π産業 にお ける入周舶要素HumanFactorin、Business-/と い う演題 で

諺演 乙た。諄演会終 ア後,多 ぐの入 びとが母長室 κ諾めか紘 シーボームの著書 を掲げ で示 乙,

身分が それ を読んだ ことを磨 しそ うに アピール した。社会庁 の書記 宮が嬬 しでいたが 彼 ぱ,

シーボームの手法 で大 阪1方が5ξ 業 の講 翅な、実態調 査を最近莫施 した ことを シーボームに知1らせ

た。 この諄演 の内容 ぱ,11万4∠ ヲの.元阪毎 ヨ薪　房ダの朔刃「に掲載 さ也た。

11月3日(月 曜日)神 戸

G.B.BlackとMy.Saka〃ZOtOぱ 靭軍 ぐ示 テル を出 ℃ 神戸 に工 揚 を芽 つ0観 勿1～u∂beyの

入 々にインタ ビューするため に,神 戸 に向か った。 シーボ ーム とLydiaぱ 阪 神周 にあ る広1留

邸に立 ち寄 った。、ニノしぱ,ア メ リカか らのPresidentWilson号 の鞍 の中で広ノrf妻 の77と 勿

ク台・いになったの であ る。広 概 ぱ公家の出身だが[シ ーボームはpYinceと 表現 してい る],広

周家 に養…子にλ っ で,錠 存家 になった。広 骸 入 の母 ぱ三井家 のλ であっf'[シ ーボームの以

上の記述か ら,広 岡夫人の母 は,三 井小石川家第6代,三 井高益 の4女 で,広 岡信五郎 に嫁 いだ

浅子<1849～1919>で あると推 察 される。彼 女 は20才 で実業界 に入 り,炭 鉱経営や,加 島銀行

の設立 と経営 に参加 し,大 同生命の創業に も参画 した。 日本女子大学校創立発起人 とな り,明 治

44年 にプ ロテス タン ト教会で受洗。 日本YW(‾A中 央委員 を務 めた(20)]。六 甲加麓 の五 の± にあ

る豪邸 で昼倉 をと クなが ち,ク リズ チ ャンである広』彫eの 家携 とシーボ ーム夫妻 ノま,宗 教丈 死}i診

に花 を疾か ぜた。[シ ーボームは,宿 命論 と悲観論が仏教 の帰結であ るとい う持論 を,日 記 に記

している]。 午後,夫 妻%1戸 に媚 し,シ ーボ ーム とG.B.Blackぱ,神 戸 に工揚 を持 っでい

る り一 ヴァ ・ブラザ ーズ 冴本支 社 の幣 坂瀞役 ・物%㎎ 惣Diyectoyと,長 蒔碑会談 乙た。 シー

ボームーラテぱ,午 後7峙 瀕 戸発 の夜存列車 で棘 に向 かい,翌 靭9碍 …に棘 駅に動皆 乙た。

11月4日(火 曜日)東 京

午前中,松 源享務 とビジネズ の話 をする予定だ ったが 松崎氏 の体調不良 のため,会 談ぱ中止
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された。 イギ ワズ大 使館 仮庁 舎[大 使館 は地 震 に よって破 壊 されてい た]で の昼 食 会 に出席

乙,午 授,冴 此台こ公園Pの菊 の展覧会 を鑑 賞乙た。 さらに,ヨ 本 のクエイカー教徒が シーボーム夫

妻 を餅迎 する レセプシ ョンに参勿 した。彙 会所[こ れは,現 在東京港 区三 田に存在す るフ レン

ド ・セ ンターの ことであろう]で の茶話会 には,40ノ.か ら50入 の入 々が樂 まった。夕方葉 会所

でシーボームぱrイ ギ リズ の社会療割 とい う題 名 で諺演 を/rな っf'。 嵯衆 ぱ約120名 であ っ

、た。

11月5日(水 曜日)

午前 中,シ ーボ ーム とG.B.Blackぱ,棘 か ら約10マ イノLIZた と ころ にあ るTokioElec-

toricalWayksを 訪 溜 した。 会社 の資本 金 の大 半 ぱ アメ ワカ企 業 が 探育 しでいるが 約 三 チ名 の従

業買 の づちヨ ー ロ ソバ ノしGa`4名 の事 務職黄 だ げ であ った 。 こ こ でぱ営碍1,動 作 醗 と鮭 嚴 研 究が

、実彪 され でいた1吻 勿 πandTimestudyaregoingonallthetime[つ ま り,ア メ リ カ式 労働 管 理

のテ イ ラー ・システ ムが 導 入 されて い た]。 夕 方 に は,東 京 工 業 会TakyaIndustrialAssociation

主 催 の諺 演 会 で㌧ シーボ ーム ぱ 履 会労 ・産 業 労規 創 の展 爾The、DevelopynentsinSocialandIn一

伽 ∫師 α1L69弼 伽 伽 ノ と い う題1身 で諺演 を寿 な った。 億 衆 ぱ約 チ名 であ った。

11月6日(木 曜日)

午 前 中,シ ーボ ーム ぱ当 時85才 の渋 沢栄 一子 鳶 邸 を訪 れ で 渋 沢 と面 会 した。 シー ボ ーム ぱ

渋 沢栄 一 を/一θ本 の ピエ ール ・モル ガ'ンノ と形 容 しでレこる。 渋 沢 ぱ,逼 訳 を介 しで,θ 本 μ7の為

替 醐 の現状 や月 の将 来 に つ い ℃ 興 味 深 い話 を して ぐれ た。 また,磁 財鍬 臣 へ の紹 介状 を書

い で ぐれ た。 渋 沢 の秘 書 に よる と,渋 沢 らの 冨豪 ぱ,脅 迫 磁 に金 をせ び る若 い1イ ンテ グごろ つ

きノ に 脳 ま され でいる,と の こと であ った。 午後 ぱ,妻1卿 α と と るに,内 務 省 社 会庁theso-

cialBureauげHo〃ZθDθ ゆα吻sent伍 揚鑑甑 往宅傑紛 などについでの祉会規樹を管轄 する部副 主 催 の

昼 食会 に出席 乙た。 次 に ぱ,鉄 道 ク ラ ブ で鰐 催 され た工 業 主協 会ManufactuYeysAssociation主

催 の会合 に出席 乙た。 こ こ で シーボ ームぱ,100名 ぼ どの鎌 を ・-9Jに,/'労使 周 の 平「初industrial

1)eace_/4こ つ レ}で 遍 訳 つ き で諺 貰 乙〆ノをo

11月7日(金 曜日)

午労中,シ ーボームぱ森永製真 の掛源孕務 と長碍勘会談 した。午後2碍 半iに± 田辰之助教授、が

ホテルκ来 ℃ シーボーム を棘 商大〃ご車 で運れ で1rっ た。[一 橋大学 の前 身である東京商大の

神田一橋校舎 は前年の震災 と火災 によって大 きな被 害を受けた。 シーボーム来 日当時 は,本 科 と

専 門部は神 田一橋 の旧敷地 内 のバ ラ ック建 築 で,ま た予科 は石神 井 の仮校 舎で授 業 を してい

た(21)]。 シー・ボ」 ムぱ400～//の 学　生にガ して㌧ ズ産業全搬 につ いてJ遭 訳 な しで諺演 した。

」E伍教疫ぱ英譜 で司会 を行なった。 シーボームぱ,学 塗 た ちが 非営に優秀だ と記 しでいる。一左
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田教授 ぱ次 に シーボLム を錠存家ク ラブの レセプションに案内 乙た。 ここに彙 まった錠存家た ち

ぱ者輿 語 を話 した。そのなか にぱ福田徳三 厚士 るいた。 シーボ ームぱ,福 』β1が厚本 の樫 済 学、界

で 二英屠にお げる アル フレソ ゐ"・マー シャル教疫 の位置 を古める,と 述べ でいる。蕩田 ぱ,棘

におげる芙業実窟調査 を東京 都か ち依覆 された碍…,シ ーボームの著書 を藻 ク返 乙読み,そ の手法

と概 念・を使 っτ調蜜 を実彪 乙た,と 遊 べた。ii次 の よ うなた とえ話 でシーボ ーム を喜 ぱせ

f°。8の,見 えな いイ ン ドの召便た ちに象 を甜 らぜる。あ る召 便ぱ,脚1を 微 っ で/冒これ ぱ木

だ ノと言 ラ。勉の召髄ぱ朋 傘κ紺 れ で/一これ〆ま1壁だソ とい う。 乙か 乙,劣 禦ぞノzぱ,彼 らの想定

をぱるかに超える象 とい う臥 な存在 である。 あなた る,一 面で ぱ社 会学者だが 僧方 でぱ企業

家 で るあ ク,経 営学 孝 で るあ ク,ま7色 社 会～活勇ク家 で るあ る。あ なf'ノま実!ご 偉フしな一存・庄だ,

と。 このよ うな賞 費…のrrを 誇 びせ られ て～ シーボ'一ムぱrま ことに紛侠 な夜 を週 こ し

たノ。

1ユ月8日(土)

午労 中,シ ーボーム らぱ ビジネヌ脚孫 の房 事 で週 こ した。 午後,シ ーボ ームぱ妻Lydiaを

伴 っ て}庚 京 娚入 ク ラブTokioWomen'sClubのTGご 出傍1レ,ク エ ーカ ー の楽 会 の雄 とa

rイ ギ グズの祉 会想創 とい う鍾 名 で諺演 した。 この彙会 ぱ,ヨ 本入 と外画ス をふ ぐむ多国籍 の

娚λた ちの社交 ク ラブの窮 クであった。諺演後の茶話会 で属 聖 公会 」EpiscopalianChurchの 東

京三右教.とる会談 し7色o

11月9日(日)

午前中,森 永 の鷹費 でシー.ボームー・寿 のプイ ド兼遍 訳 であるMr.Sα 肋吻0'0の 家 に招かれた。

ノ続 いで森永氏 の家 に招 かノτ,そ こで純 β本厩の豪華な揮理 をご馳走 になった。昼食憂,森 永氏ぱ

TTを 齎屠劇 揚 に案内 した。,踊 クぱ素朴,音 楽 ぱ野2',演 じられ でいる劇 の..が わか ら

劣5峙 周 に及 ぶ観劇 ぱ シーボームに とっでぱ辛 い るのだ った。募甥 にぱ,森 永製 莫 の ココ ア

milkchocolateが1存 分に振舞われた。

11月10日(月)

午前中,厚 本 の工場艦督 長宮が栄i訪 した。 シーボームが ヨ本 の劣悪 なユ=揚の現状 を視察 した

い,と41し ス.れた のて㍉ 彼 ぱ東京7方のユ=場鑑 督長 と内務 省技 宮一名 を伴 っ℃ シーボーム を三 つ

のユ場 に案勾 した。第一 ぱ,古 い揚紡績 ・藏 痂邑一一貫工場。ヱ300名 の従業 買 を雇ノ万する巨大 な工

場 で 従業資 のほとん どぱ女盤 であ った。第二 ぱ,徒 業費5名 の4・さな痂 綿工揚。三番 厚ぱ1水贈

glucose』〔揚 であ った。次 に,10/728左1に 会っ、た二英1野外務省瀦 ノfラグソ ハ氏 と、昼食 をとるに し

た。午後 ぱ,ど ジネズ に燗 する護講 で費や 乙,夜 ぱ松崎享務 に招待 され て 乃紅糞庵ノ で嚢華 なθ

本料理 をご馳走 になった。芸者が彼 らに付 き添 っで接待 したわけだが シーボ ームぱこの週剰 な
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サ ー ビス に群 易 した。[こ の と きの記 念 写 真が 『森永 製 菓 五十 五年 史』 に掲 載 され てい る]。

11月11日(火)

午前中,シ ーボームは松誇專務 と長碍周会談 した。次 に,iの 鑑獄改善事業 で百覚 しい活躍

を しできた カ ナダ入,マ ク み"ナル ド女 史 と昼 食 を と るに した[こ れ はA.CarolineMacdonald

(1874～1931)で あろ う。彼女 は明治37年(1904年)に 日本 にY.W.C.Aを 設立 す るため に来 日

し,翌 年Y.W.C.A,の 初代総幹 事 に就任 した。津 田英学塾 で教 え,1915年 に親 隣館 を設立 し

て,免 囚保 護事 業お よびセ ツル メ ン トに従事 し,昭 和6年(1931年)に 帰 国 した(22)]。彼女 ぱ

シー.ボームにヨ本 の労働翻 指導者た ちとの会見 を強 ぐ勧めた。 その本部ぱ,、以前ユ ニテ ワアン

の教会堂 としで使 われ ていた建 物の,屠 ぐで汚い部屋の中にあった。 そこにぱ8名 の指導者た ち

が いたが 英語 が話 せるのぱ1.名 だげだ った。彼 らぱ盲分 た ちの活動 の9労 ぱ攻ら治車冷 にあると

言う たが ラウン みグーが控奨 する労使協営働や労勧評講会 についでぱ羨紀 ・に貿周 乙た。夕方 に

ぱ,シ ーボームー行ぱホテルの娩餐会に招かれた。

11月12日(水)

午前中,森 永製莫 の松蔚享務 と どジネズについで長蒔局会談 した。 シーボーム夫妻 ぱ,..で

ノ∈7本企業 の広 告宣伝 をする会社 の編 彙者,、Fleisher氏 と昼食 をと るに した。午後,∠ ヲ本銀存総 裁

を訪艀 乙て～ 〃写の将…来ノ につ いでの彼 の見解 を1甥いた。 その後,'/7物 の整 理 や,松 崎氏 に渡 す

べ き!"交 渉の正確 な段階ノについでのメモの作域で 忙 乙か ったが 」新耀社 のκ理入 の訪潤がある

な どで,落 ち着か なか った。 シーボームー・存 ～涛夕刻7ごホ テル を出た。森永太 一郎夫 妻,松 源孕

務,叛 本氏,そ しでBα 舵グ美 妻が見送 つで ぐれた。覆 疾港 でぱ,一見送…ク入 の数 ぱ さらに壇加 し

た。潰浜港か ら,サ ン ・フランシズ コまでの砺海 ぱ16θ を要 する。 また,ニ ューヨークにぱ ヱ2

ノヲ8石「ごろに者 ぐ予定 である。

以上,シ ーボーム ・ラウ ン トリーの 日本滞在記 を紹介 して きた。彼 は,横 浜,東 京,日 光,

大阪,奈 良,京 都,そ して神戸 を訪問 した。その うち,日 光,奈 良,京 都 には純粋 に観光 目的で

訪れ た。横浜 には森永製菓の工場 を視察す るため に,神 戸 にはダ ンロ ップ社 とリー ヴ ァ ・ブ ラ

ザーズ社 とい う外 資系2企 業 の経営者 と会談す るために訪れ,つ いでに広 岡邸 に立 ち寄 ってい

る。大 阪では,森 永製菓 の二つの工場 を視 察 し,ま た,大 阪毎 日新 聞社 主催 の講演 を行 ってい

る。東京では,森 永製菓の二工場 を含む さまざまな工場 を見学 し,経 済 ・貿易 に関 して情報 を得

るため に数人の識者 と会見 し,他 方 では,ス ラム を訪 れ,労 働 運動指導者 と会見 し,さ らに ま

た,5回 にわたって講演 を行 ってい る。 しか しなが ら,シ ー ボームが 日本 を訪れ た最大 の 目的

は,森 永製菓 との ビジネス交渉 であった。 しか も,こ の来 日はシーボーム側 が動い たのではな

く,森 永製菓の側 が シーボームを招待 した ことによって実現 したのであ った(23)。森永製菓の松
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崎専務 との交渉 は,少 な くとも,10月24日,25日,27日,11月7日,8日,10日,11日,12

日と合計8日 にわたって行 われている。横浜 にシーボームー行 を出迎 えたの も,横 浜港 で彼 らを

見送ったの も森永製菓の幹部であ り,大 阪駅での多数の森永幹部の出迎えはシーボームを驚かせ

るものだった。 シーボームが視察 した森永製菓の工場は5工 場 にのぼ る。 シーボームの 日本訪 問

の 目的が森永製菓 とのビジネス交渉であった,と いうことが理解 で きれば,シ ーボームが,日 本

銀行総裁,渋 沢栄一子爵,福 田徳 三教授,英 国領事,英 国外務省通商顧 問,さ らには在 日外資系

企業 の経営者 たちに,精 力 的にインタビュー した理 由も理解で きる。それは,日 本の経営風土,

経済状況な どについて確 かな情報 を得 るためだ ったのだ。他方,10月23日 の 日記の記事 で明 ら

かな ように,(ク エイカー派の)フ レンズ ・セ ンター と東京商大 での講演以外 は,シ ー ボームが 日

本 に着いてか ら企画 され た。大阪毎 日新聞社 主催 の講演 では,シ ー ボー ムは原稿 な しで講演 し

た。 また,ス ラムの見学 につ いては不明確 だが,労 働運動指導者 たちとの会見 などは,日 本 に来

るまでは全 く予定 されていなか ったのである。

4.ラ ウン トリー社 と森永 製菓

それでは,ラ ウン トリー社 の社長 シーボーム と森永製菓 の松崎専務 との ビジネス交渉 の内容

は,一 ・体何だ ったのだろ うか。 これ についての森永側 の資料 は極 めて乏 しい。平成12年(2000

年)に 発行 された 『森永製菓100年 史』 には,シ ーボームの名前 もラウン トリー社 の社 名 も一切

登場 しない。 しか し,昭 和29年(1954年)に 発行 され た 『森 永五 十五 年史』 には,「 ラ ウ ン ト

リー夫妻歓迎会」 と題す る写真 とシーボームの写真 の二葉が収録 されている。そ して,こ れ に収

め られた松崎半三郎 の 「思い出の まま」 と題す る文の末尾 には,次 のような興味深 い文章が付 け

加 えられている。

本編 は相談役松 崎半三郎氏 が昭和25年1月29日 か ら……(中 略)… …約4ヶ 月 に亘 って後

述 された ものであるが,途 中病気再発のため予定の半ばに も達せず,中 断のやむなきに至っ

た。従って製菓篇 については 「ラウン トリー ・チ ョコレー ト会社 と資本提携」 ……な どの諸

章,な らびに酪 農篇お よび食料 篇の全 部が未 着手 に終 わった事情 を諒承 して いた だ きた

い(24)。

これによって,シ ーボーム と松 崎 との ビジネス交渉が,森 永製菓 とラウン トリー ・チ ョコレー

ト会社 との資本提携 をめ ぐるものであった ことがわかる。 しか し,そ の資本提携 の具体 的内容に

ついては,森 永側の記録 は入手で きない。そこで,フ ィッツジェラ ドによるラウン トリー社経営

史研 究書 を参照す る。 フィッツジェラル ドは同社の取締役会議事録 の検討 に基づいて,次 の よう

に言 う。
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1924年 に は シ ー ボ ー ム ・ラ ウ ン トリー は,34万 ポ ン ドとい う金 額 で 森 永 製 菓 の 株 式 の40

パ0セ ン トを買 収 す る意 向 で あ った。 そ れ は,日 本 で 自社 の(商 品)ラ イ ンを展 開 す る こ と

を期 待 した か らで あ った 。 この(イ ギリスでは)ほ とん ど知 られ てい な い市場 で,非 常 に大 き

なプ ロ ジ ェク トを展 開す る議 案 をめ ぐって,取 締 役 会 の 意見 は真 二 つ に割 れた の で,こ の計

画 は実 施 され なか っ た(25)。

両者 の資本提携 とは,こ の ことであ り,そ の計画 は取 りやめになったのである。それでは,な

ぜ シーボームは森永の株式 の40パ ー セ ン トを買収 しようとしたの だろうか。 また,森 永 は何故

これに応 じようとしたのか。 これ には両社 それぞれの事情があ った。1923年 にシーボー ムが社

長 に就任 した時,ラ ウン トリー社 はイギ リスの菓子 製造企業 として,キ ャ ドベ リ社,フ ライ社 に

つ いで売上高で三位 を占めていたが,そ の財務状態 は危機的な状況 にあった。 この危機 を打開す

るための ひ とつの選択肢 として,シ ーボームは海外市場 の開拓 を試 みた。1924年 には合 衆国で

C且UFRUS(フ ルーツ味のガム)の 販売 を開始 したが,失 敗 して26年 に撤退 した。 カナダでは トロ

ン トのCowans社 を買収 して ココア生産な どを行な うが,こ の事業 も不振 を極め た。 日本へ の進

出の企 て も,こ のような動 きの一環 であった(26)。しか し,20年 代 にお ける海外市場進 出の試み

はいずれ も失敗 に終わった。ラウン トリー社 の財務状態が改善す るのは,フ ィッツジェラル ドに

よれ ば,同 社 が市場調査 を踏 まえた一連 の 「マーケテ ィング革命」 を断行 した1930年 代 であっ

た。

他方,1920年 代の森永製菓 は大量生 産体制 に移行す るための資金 の不足で苦 しんでいた。松

崎の年来の希望 は,菓 子業の社会的評価の向上 であ った。そのために彼 は,菓 子製造 を機械化 し

てコス トを下げ,国 民の生活必 需品に し,さ らに海外輸 出によって外貨 を獲 得す る ことが必要

だ,と 考 えていた(27)。社長の森永 は,合 衆国に大正4年(1915年 〉に出張 し,自 分が そこで修 行

した時代 よ りもず っと機械化が進展 した菓子業界 を視察 して きた。松崎 も大正7年(1918年)と

大正10年 か ら11年 にか けて欧米 に出張 し,菓 子業界 を視察 して,多 くの最新鋭 の機械 を買い付

けた。工場建設 も矢継 ぎ早 に進め られ た。芝 田町工場 は明治40年(1907年)に 竣工 したが,大

崎工場 が大正4年,大 阪工場が大正7年,塚 口工場 が大正10年(1921年)に 竣工 し,シ ーボー

ム来 日中には鶴見工場が建設中であった。増資 については,取 引銀行であった三菱銀行の瀬下清

が強硬 に反対 した。 しか し,用 地買収,工 場建設,機 械購入 な どに必要な費用が巨額 に上ったた

め,松 崎は瀬下 を説得 して,大 正13年(1924年)7月 に公称資本金 を,300万 円か ら一挙 に5倍

の1500万 円に増資 した。それはシーボームの訪 日の数 ヶ月前のことだった(28)。

このように,事 業面で苦 しみを抱 えるラウ ン トリー社 と森永製菓は ともに,資 本提携 を結ぶ良

いタイ ミングを迎 えていた。 しか し,両 社 が接近 した具体 的経緯や理 由については,史 料 が存在

しないので,説 明で きない。両社 の幹部が共に熱心 なキリス ト教信仰 とフィラ ンスロピ ックな経

営理念 を持 っていた,と い う細いつなが りが指摘 で きるだけであ る。森永太一郎 と松崎 はともに
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当時の 日本で は珍 しく,熱 心なク リスチャン企業家であった。森永は合衆国で菓子職人 の修行 を

始める前,雑 役 夫 として働い ていた時期 に,親 切 な老婦 人の導 きでキ リス ト教(宗 派不明)に 入

信 し,日 本での伝 道 を企 てるほ ど信仰篤い クリスチャ ンになった(29)。松崎 は,ス カラシ ップ給

費生 として立教学 院(現 在の立教大学)の 寮で生活す るうちに,聖 公会神父 たちに親 しく接 し,そ

の生 き方 に感動 して在学 中にキ リス ト教 に入信 した(30)。キ リス ト教 の隣人愛の理念 を実業界 に

おいても貫 こうとす るシーボームの生 き方 は,日 本で も広 く知 られていたので,森 永 と松崎は早

くか らシーボームに敬 意を抱いていたのではなかろうか。そ して,何 らかの手段で,シ ーボーム

の訪米 の機会 を捉 えて,彼 を 日本 に招 き,ビ ジネスの話 を持 ちかけたので はなかろ うか。 しか

し,こ れは推測 に過 ぎない。両者 の幹部が接触 した理由や方法な どについては,事 情について語

るべ き立場 にあって,語 らなかった松崎 だけが知 っているのである(31)。

最後 に,ラ ウン トリー社 と森永製菓の資本提携が破談 になったこ とは,ど の ように評価で きる

だ ろうか。結果的には,ラ ウン トリー社 に とっては,提 携 が実現 しなか った ことは幸 いで あっ

た。 シーボー ムが 日本 を去 った1年 半後,森 永製菓は台湾製糖 と資本提携 した。すなわち松崎 に

よれば,「 大正15年4月,台 湾精糖が(森 永製菓の)株 を持 つ とともに,(台 湾精糖の取締役であっ

た)益 田太郎氏が(森 永製菓の)取 締役,(同 じく台湾精糖の取締役であった)武 智 直道氏が(森 永製菓

の)監 査役 に就任せ られ,… …台湾製糖 との提携」が成立 した(32)。続 けて松崎 は次 の ように言

う。 「台湾精糖 は森永の総株式 の約3割 程度 を持 ったが,(台 湾精糖側は)こ れに よって少 しも森

永の経営 を拘束する とい うことな く,… …変 わる ことなき後援 を示 されたことは私の衷心か ら感

謝 している ところであ って,そ のため却 って減 資に対 して多大の損失をか けるこ とのや むなきに

至ったことを,私 は深 く遺憾 に思っている次第である(33)」。

つ ま り,ラ ウン トリー社 に資本提携 を断 られた森永製菓 は,そ の代 わ りに台湾精糖 か らの資本

提携 を受けたのであ り,台 湾精糖 はそのため に後 に大 きな損失を蒙 ったのである。松崎 による と

「昭和 のは じめか ら(昭 和)7年 ごろまでは,森 永 としては未曾有の受難時代 であった。危急存亡

の時代で あった(34)」。状況 は次の ようで あった。「不 景気 となる につれ,売 り上 げが減 少 し始

め,売 り上 げの減退 は直ちに金融梗塞の原 因とな り,さ ればといって販売 を無理押 しす れば回収

が不可能に陥 り,本 社,販 売会社 ともに取 り返 しのつかぬ痛手 を受 ける(35)」。つ まり,一 挙 に生

産力 を増強 したにもかかわ らず,需 要 は逆 に減退 していったのである。松崎 自身の言葉 によれば

「事業に対 して思い切 った積極 策を取 ったこ とが,客 観情勢 と齪酷 を来た し,見 込み違 い となっ

て現 れて きた(36)」のである。その後,松 崎 は緊縮 政策を断行 して,こ の難局 を乗 り切 った。そ

して,昭 和6年(1931年)の 盧溝橋 事件以後の戦争 に よる景気 回復 とともに,森 永製菓の業績 も

回復 して くるのである。 こうしてみ ると,資 本提携の破談以後の両社 の歩みは,ま った く異 なっ

た様相 を示 した,と い えるのである。
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